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市
で
は
、
市
税
納
付
の
公
平
性

の
確
保
と
、
滞
納
処
分
の
執
行
に

よ
り
滞
納
税
額
の
減
少
を
目
指
す

と
と
も
に
、
市
民
の
安
心
・
安
全

な
生
活
に
資
す
る
た
め
、
１
月　
２３

日
、「
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
金
利
」の
過

払
い
金
の
差
押
を
執
行
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
市
税
な
ど
の
滞
納
者

が
法
定
利
息
を
超
え
て
消
費
者
金

融
に
支
払
っ
た
い
わ
ゆ
る
「
グ
レ
ー

ゾ
ー
ン
金
利
」
の
過
払
い
金
と
損

害
金
の
不
当
利
息
返
還
請
求
権
、

お
よ
び
こ
れ
に
対
す
る
債
権
差
押

通
知
書
到
達
日
ま
で
の
年
５
分
の

割
合
に
よ
る
利
息
の
支
払
請
求
権

を
差
し
押
さ
え
る
も
の
で
す
。
こ

の
取
組
み
は
市
で
は
初
め
て
で
、

兵
庫
県
内
の
市
町
で
は
３
番
目
と

な
り
ま
す
。

　

差
押
金
額
か
ら
滞
納
額
を
差
し

引
い
た
残
額
は
滞
納
者
へ
返
還
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

１
月　

日
、
清
滝
地
区
公
民
館

２１

内
に
県
民
交
流
広
場
が
完
成
し
、

区
長
・
行
政
関
係
者
・
地
元
関
係

者
な
ど
が
集
り
、
同
公
民
館
で
開

設
披
露
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
県
の
県
民
交
流
広
場

事
業
の
補
助
を
受
け
、
調
理
室
の

増
築
と
既
存
の
調
理
室
を
交
流
広

場
「
き
よ
た
き
」
と
し
て
改
修
し

た
も
の
で
、
今
後
、
子
ど
も
を
は

じ
め
多
く
の
人
が
集
い
、
放
課
後

子
ど
も
教
室
や
公
民
館
事
業
な
ど

の
取
組
み
が
活
発
に
行
わ
れ
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

当
日
は
、
オ
ー
プ
ン
を
祝
っ
て
、

清
滝
地
区
公
民
館「
大
正
琴
教
室
」

の
皆
さ
ん
が「
千
の
風
に
な
っ
て
」

な
ど
の
曲
を
披
露
し
、
集
ま
っ
た

関
係
者
は
優
し
い
音
色
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

清
滝
地
区
公
民
館
に
県
民
交
流
広
場
を
開
設

公
民
館
活
動
や
子
育
て
支
援
に
有
効
活
用

グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
金
利
過
払
い
金
の
差
押
を
執
行

自
主
財
源
確
保
に
市
を
挙
げ
て
取
り
組
む

〜
主
な
市
政
の
動
き
〜

【
１
月
】

　

日
・
中
国
教
育
関
係
者
視
察
団

２２

来
市（
〜　

日
）

２３

　

日
・
北
但
広
域
療
育
セ
ン
タ
ー

２３

建
築
工
事
安
全
祈
願
祭

　
　

・
豊
岡
市
防
災
会
議
・
豊
岡

市
国
民
保
護
協
議
会

　
　

・
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
金
利
の
過

払
い
金
差
押
を
執
行

　

日
・
清
滝
地
区
公
民
館
県
民
交

２１

流
広
場
開
設
披
露
式

　

日
・
国
際
ス
キ
ー
連
盟
ス
キ
ー

２４

大
会
開
会
式（
奥
神
鍋
ス

キ
ー
場
）

　
　

・
西
宮
市
へ
神
鍋
高
原
の
雪

を
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

日
・
韓
国
慶
州
市
東
川
初
等
学

２８

校
の
国
際
交
流
体
験
学
習

使
節
団
来
市（
〜　

日
）

３０

　

日
・
豊
岡
市
総
合
健
康
ゾ
ー
ン

３０

整
備
運
営
事
業
審
査
委
員

会
答
申

【
２
月
】

１
日
・
有
料
広
告
事
業
募
集
開
始

２
日
・
こ
こ
ろ
を
つ
な
ぐ
市
民
集

会

　
　

・
〝
元
気
ひ
だ
か
〞
神
鍋
冬

ま
つ
り

９
日
・
豊
岡
市
保
育
協
会
保
育
研

修
大
会

　

日
・
但
馬
の
医
療
体
制
に
係
る

１０

説
明
会

　

日
・
植
村
直
己
冒
険
賞
発
表

１２

　

１
月　

〜　

日
ま
で
の
３
日
間
、

２８

３０

韓
国
慶
州
の
東
川
初
等
学
校
国
際

交
流
体
験
学
習
使
節
団　

人
（
児

３４

童　

人
、
引
率
４
人
）
が
出
石
を

３０
訪
問
し
ま
し
た
。

　

同
市
と
出
石
地
域
は
、
平
成
３

年
に
国
際
友
好
親
善
都
市
宣
言
を

調
印
し
て
か
ら
相
互
に
国
際
交
流

を
深
め
て
お
り
、
同
市
か
ら
の
児

童
の
訪
問
は　

回
目
と
な
り
ま
す
。

１１

　
　

日
、
寺
坂
小
学
校
で
開
催
さ

２９
れ
た
歓
迎
式
で
、
児
童
会
長
の
久

木
田
知
矢
く
ん（
６
年
）が
「
僕
た

ち
が
楽
し
み
に
し
て
い
た
日
が
来

ま
し
た
。
文
化
は
違
い
ま
す
が
互

い
に
理
解
し
て
交
流
を
深
め
た
い

で
す
」
と
歓
迎
の
言
葉
を
述
べ
る

と
、
使
節
団
を
代
表
し
て 
朴 　
 
駿 

パ
ク 

ジ
ュ
ン

 
賢 
く
ん（
６
年
）が
「
故
郷
を
離
れ

ヒ
ョ
ン

て
日
本
に
来
る
こ
と
に
不
安
は
あ

り
ま
し
た
が
、
無
事
に
着
い
て
皆

さ
ん
の
顔
を
見
る
と
安
心
し
ま
し

た
。
こ
の
出
会
い
を
大
切
に
し
た

い
で
す
」
と
答
え
て
い
ま
し
た
。

　

歓
迎
式
の
後
、
寺
坂
幼
稚
園
・

小
学
校
の
園
児
・
児
童
ら
と
東
川

初
等
学
校
の
児
童
ら
は
、
ゲ
ー
ム

や
合
唱
、
昼
食
な
ど
で
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
使
節
団
一
行
は
、
出

石
地
域
内
の
小
学
校
児
童　

家
庭

１４

に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
、　

日
に
大

３０

阪
を
見
学
し
た
後
、　

日
に
帰
路

３１

に
着
き
ま
し
た
。

▲大正琴教室の皆さんの演奏に聞き入る関
係者ら

韓
国 
慶
州
市
東
川 
初
等
学
校
国
際
交
流
体
験
学
習
使
節
団
が
来
市

キ
ョ
ン
ジ
ュ
シ
ト
ン
チ
ョ
ン

異
文
化
に
触
れ
る
出
会
い
を
大
切
に

▲たて笛で曲を披露する東川初等学
校の児童たち

▲けん玉に挑戦する
東川初等学校の児
童たち
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２
月
５
日
、
中
筋
小
学
校
で
、

㈱
カ
ネ
カ
の
ソ
ー
ラ
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー

事
業
部（
大
阪
市
）に
勤
務
す
る
工

学
博
士
の
新
田
佳
照
さ
ん
を
講
師

に
招
き
、
地
球
温
暖
化
と
太
陽
光

発
電
に
つ
い
て
の
出
前
授
業
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、社
会
貢
献
活
動
の
一
環

と
し
て
、太
陽
電
池
を
作
る
㈱
カ
ネ

カ
ソ
ー
ラ
ー
テ
ッ
ク（
神
美
台
）か
ら
、

市
教
育
委
員
会
へ
の
働
き
か
け
に

よ
り
、
環
境
学
習
の
た
め
に
市
内

の
学
校
で
初
め
て
行
っ
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
５
・
６
年
生　

人
が
、

３１

地
球
温
暖
化
や
太
陽
光
発
電
の
仕

組
み
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、

身
近
な
生
活
用
品
で
電
気
を
作
る

実
験
を
し
ま
し
た
。

　

実
験
で
は
、
風
車
の
羽
を
う
ち

わ
で
あ
お
い
で
回
し
、
発
光
ダ
イ

オ
ー
ド（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
）を
点
灯
さ
せ
る

風
力
発
電
な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
児
童
は
、「
風
力
発
電

で
電
気
を
お
こ
す
こ
と
は
大
変
」

と
話
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
切
さ

を
実
感
し
ま
し
た
。

　

こ
の
出
前
授
業
は
、
３
月
に
も

市
内
２
校
で
実
施
し
、
来
年
度
以

降
も
継
続
す
る
予
定
で
す
。

　

１
月　

日
・　

日
の
２
日
間
、

２２

２３

近
畿
運
輸
局
が
す
す
め
て
い
る
修

学
旅
行
の
誘
致
な
ど
を
図
る
「
ビ

ジ
ッ
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
・
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
地
方
連
携
事
業
の
一
環
と
し

て
、
中
国
の
教
育
関
係
者
や
現
地

報
道
関
係
者
ら　

人
が
豊
岡
を
訪

１９

れ
ま
し
た
。

　

視
察
団
は
、 北
京 
市
、 山  
東  
省 
な

ペ
キ
ン 

サ
ン 
ト
ウ 
シ
ョ
ウ

ど
の
中
学
校
や
外
国
語
学
校
な
ど

の
校
長
、
副
校
長
、
新
聞
や
テ
レ

ビ
局
の
記
者
な
ど
で
、　

日
は
、

２２

但
東
町
奥
藤
の
農
家
民
宿「
善
」で
、

古
風
な
造
り
の
建
物
を
見
な
が
ら

農
村
の
雰
囲
気
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

夜
は
、
城
崎
温
泉
に
宿
泊
し
、

外
湯
め
ぐ
り
を
初
体
験
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、　

日
は
県
立
コ
ウ
ノ
ト

２３

リ
の
郷
公
園
で
、
中
貝
市
長
か
ら

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
野
生
復
帰
事
業
を

通
じ
て
市
が
取
り
組
む
環
境
保
全

と
経
済
発
展
の
両
立
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

　

説
明
を
受
け
た
一
行
は
、「
中
国

も
環
境
教
育
に
力
を
入
れ
て
い
る

の
で
、
豊
岡
に
見
習
う
点
は
多
い
。

今
度
は
学
生
を
連
れ
て
来
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

中
筋
小
学
校
で「
地
球
温
暖
化
と
太
陽
光
発
電
に
つ
い
て
」の
出
前
授
業
を
実
施

環
境
学
習
で
電
気
を
作
る
仕
組
み
を
体
験

中
国
教
育
関
係
者
視
察
団
来
市

豊
岡
で
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
通
じ
環
境
保
全
活
動
を
学
ぶ ▲うちわで風を送り、風力発電の実

験をする児童たち

中
貝
市
長
の
徒
然
日
記 

中
貝
市
長
の
徒
然
日
記 

6

同
じ
で
あ
る
と
い
う
こ
と 

　

や
や
旧
聞
に
属
し
ま
す
が
、
昨

年
１
月
、
豊
岡
か
ら
バ
ス
２
台
で

名
古
屋
の
御
園
座
に
行
き
ま
し
た
。

川
中
美
幸
さ
ん
主
演
の
大
石 
理  
玖 
り 

く

の
芝
居
が
あ
っ
た
の
で
す
。 
内  
蔵 

く
ら 
の

 
助 
役
は
田
村　
亮
さ
ん
で
し
た
。

す
け

　

道
中
、
車
窓
か
ら
外
の
景
色
を

眺
め
な
が
ら
、「
日
本
は
何
と
い
う

つ
ま
ら
な
い
国
を
作
っ
て
き
た
の

だ
」
と 
愕  
然 
と
し
ま
し
た
。
こ
こ

が
く 
ぜ
ん

が
大
阪
な
の
か
名
古
屋
な
の
か
、

は
た
ま
た
別
の
町
な
の
か
、
区
別

の
つ
か
な
い
街
並
み
が
の
っ
ぺ
り

と
続
い
て
い
た
か
ら
で
す
。
そ
の

地
の
固
有
の
歴
史
や
伝
統
を
捨
て
、

古
い
も
の
を
壊
し
、
ひ
た
す
ら
同

じ
よ
う
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
景
観

を
作
っ
て
き
た
。
こ
ん
な
国
は
、

世
界
の
中
で
文
化
的
に
存
在
す
る

価
値
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
、
と
い

う
気
す
ら
し
ま
し
た
。

　

他
方
、
お
芝
居
の
ほ
う
は
、
堪

能
し
ま
し
た
。
長
男
の 
主
税 
は
内

ち 
か 
ら

蔵
助
と
一
緒
に
討
ち
入
り
を
果
た

す
の
で
す
が
、
次
男
の 
吉  
千  
代 
は

き
ち 
ち 

よ

連
座
を
免
れ
る
た
め
に
仏
門
に
入

れ
ら
れ
、
母
を
恋
な
が
ら
若
く
し

て
死
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
会
い
た

さ
が
募
っ
て
「
母
上
様
、
母
上
様
」

と
何
度
も
書
き
記
す
吉
千
代
の
気

持
ち
、
理
玖
の
わ
が
子
を
思
う
気

持
ち
、
離
れ
離
れ
の
親
子
に
「
ふ

び
ん
じ
ゃ
あ
」
と
叫
ぶ
祖
父
の
気

持
ち
。
芝
居
の
こ
と
と
は
い
え
、

３
０
０
年
前
も
今
も
き
っ
と
同
じ

な
ん
だ
ろ
う
な
、
と
思
い
な
が
ら
、

涙
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

　

片
や
同
じ
で
あ
る
こ
と
の
つ
ま

ら
な
さ
。
片
や
同
じ
で
あ
る
こ
と

の
感
動
。

　

そ
の
地
に
固
有
の
自
然
、
歴
史
、

伝
統
、
文
化
に
根
ざ
し
て
ま
ち
の

個
性
を
際
立
た
せ
、来
訪
者
に「
違

う
こ
と
」
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き

な
が
ら
、
同
じ
人
と
し
て
の
共
感

を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
も

て
な
す
。
そ
ん
な
ま
ち
を
つ
く
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年　

月
、
出
石
が
国
の
重
要

１２

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
選

定
さ
れ
ま
し
た
。
出
石
の
人
た
ち

が
自
分
た
ち
の
歴
史
や
伝
統
を
大

切
に
し
て
き
た
、
そ
の
こ
と
自
体

が
共
感
を
呼
ぶ

に
違
い
な
い
、

豊
岡
の
こ
の
道

は
間
違
っ
て
い

な
い
。
改
め
て

そ
う
思
い
ま
す
。

▲コウノトリを視察する中国教育関係者視
察団一行（県立コウノトリの郷公園）


